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　「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」の
こ

と
わ
ざ
の
と
お
り
、春
分
の
日
も
過

ぎ
て
、よ
う
や
く
寒
さ
も
和
ら
ぎ
、

桜
の
花
が
満
開
と
な
り
ま
し
た
。

　春
の
訪
れ
と
と
も
に
、進
学
の
た

め
に
馬
路
村
か
ら
巣
立
っ
て
い
く
子

ど
も
た
ち
は
、期
待
や
寂
し
さ
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
を
胸
に
抱
き
つ

つ
、将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
歩
み
だ
し

て
い
ま
す
。

　時
に
は
悩
む
こ
と
も
迷
う
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、先
生
や
友
達
、

家
族
を
頼
り
、支
え
合
い
な
が
ら
全

力
で
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
　

（
絢
）

 8 日 ミュージック・ケア（就業改善センター）（～9日）
 9 日 ダンス講演会in馬路村（馬路体育館）
14日 馬路中学校卒業式
16日 おとなの遠足（相名地区）
　　 魚梁瀬小・中学校卒業式
18日 健康づくり講習会（就業改善センター）
19日 絵手紙教室（就業改善センター）
22日 未来を語るキャンプ（魚梁瀬地区）
25日 馬路保育所卒園式
26日 魚梁瀬保育所卒園式
28日 庄屋祭・鬼門堂祭

 2 日 子ども会餅つき（魚梁瀬地区）
 3 日 豆まき（馬路・魚梁瀬保育所）
11日 東川わくわく料理教室（東川会館）
18日 杉の子発表会（魚梁瀬小・中学校）
19日 学習発表会（馬路小学校）

2月

3月
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村
民
が
よ
り
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
、村
の
地
域
福
祉

推
進
の
た
め
の
活
動
、村
民
の
健

康
増
進
の
取
り
組
み
、少
子
化
対

策
の
推
進
等
を
総
合
的
に
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

●
村
民
の
健
康・福
祉
の
向
上

　「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

事
業
」を
引
き
続
き
実
施
し
、総

合
的
な
地
域
福
祉
推
進
拠
点
と

し
て
地
域
の
皆
さ
ま
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
定
着
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、健
診
結
果
を
踏
ま
え
た

保
健
事
業
や「
健
康
づ
く
り
教

室
」の
開
催
な
ど
、村
民
の
健
康
向

上
に
資
す
る
事
業
を
展
開
し
、健

康
に
対
す
る
意
識
啓
発
と
健
康

寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
少
子
化
対
策
の
推
進

　
少
子
化
対
策
に
は
、結
婚
・
妊

娠・出
産・育
児
に
係
る
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。本
年
度
は
未
婚

の
男
女
を
対
象
と
し
た
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
事
業
等
の
結
婚
支
援
、育
児
の

体
験
学
習
や
妊
婦
全
戸
訪
問
等

の
出
産
支
援
の
強
化
、「
子
育
て
ひ

ろ
ば
」等
の
育
児
を
し
や
す
い
地

域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
形
成
支
援
な
ど
、

結
婚
か
ら
育
児
ま
で
切
れ
目
の
な

い
事
業
の
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、子
育
て
世
帯
の
経
済
的

な
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、こ

れ
ま
で
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
無
料
に
加
え
、新
た
に
保
育

料
の
無
料
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
地
域
資
源
を
生
か
し
た

産
業
振
興
と
生
活
基
盤
の

整
備
に
努
め
、魅
力
と
活
力

の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

●
主
要
な
橋
梁
の
耐
震
化

　
本
村
の
防
災
活
動
に
お

い
て
重
要
な
橋
梁
の
耐
震

化
を
行
い
ま
す
。本
年
度

は
、中
央
橋
、相
名
橋
、下

追
橋
の
耐
震
設
計
を
行
い

ま
す
。

●
簡
易
水
道

　
本
年
度
の
馬
路
地
区
簡

易
水
道
施
設
の
改
修
事
業
は
、

影
地
区
・日
浦
地
区
の
本
管
布

設
と
各
家
庭
ま
で
の
配
水
管
の

布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

●
国
土
調
査

　
本
年
度
の
調
査
区
域
は
朝
日

出
地
区
で
調
査
対
象
字
名
は
、

グ
ド
ヲ
ジ
、中
サ
デ
、善
吾
、カ
ラ

ハ
ケ
、ビ
ッ
チ
ョ
、中
ズ
、影
地
、宮

ノ
前
に
な
り
ま
す
。

●
林
業
振
興

　
林
道・林
業
専
用
道
の
開
設
、

森
林
所
有
者
等
が
実
施
す
る
作

業
道
開
設
経
費
へ
の
支
援
等
、イ

ン
フ
ラ
整
備
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、森
林
所
有
者
等
が
施
業

地
の
団
地
化
を
図
り
、間
伐
を

実
施
す
る
森
林
経
営
計
画
を
支

援
し
、森
林
所
有
者
の
山
林
所

得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
木
材
加
工
分
野
に
お
い
て
は
、

機
械
の
更
新
に
対
し
て
支
援
し
、

　
村
で
は
、望
ま
し
い
勤
労
観・職
業

観
を
持
ち
、た
く
ま
し
く
未
来
を
切

り
開
く
児
童・生
徒
の
育
成
を
目
指

し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
、小・中
学
校

が
連
携
し
９
年
間
を
通
じ
た
教
育
活

動
の
推
進
、家
庭
学
習
習
慣
の
定
着

と
個
に
応
じ
た
基
礎
学
力
の
定
着
と

向
上
を
教
育
行
政
の
重
点
と
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
、本
年
度
は
少
子
化

に
よ
る
児
童・生
徒
の
減
少
や
学
力・

体
力
向
上
な
ど
、多
様
な
教
育
課
題

の
現
状
を
踏
ま
え
、馬
路
村
の
今
後

の
教
育
の
全
体
像
や
個
々
の
目
標・基

本
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
い「
馬
路

村
教
育
振
興
基
本
計
画
」を
策
定

し
、教
育
課
題
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
等
の

結
果
で
は
、学
力
の
定
着
状
況
は
改

善
傾
向
に
あ
り
、取
り
組
み
の
成
果

が
あ
が
って
き
て
い
ま
す
。

　
高
知
県
で
は
、「
重
点
プ
ラ
ン
」と
し

て
小
学
校
の
学
力
を
全
国
上
位
に
、

小・中
学
校
の
体
力
、運
動
能
力
と
中

学
校
の
学
力
は
全
国
平
均
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
や
児
童
生
徒
の
自
尊
感

情
を
育
む
と
と
も
に
、社
会
性
、規
範

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、村
で
も
少
子
化

に
よ
る
児
童・生
徒
の
減
少
や
学
力・

体
力
向
上
な
ど
、本
年
度
も
引
き
続

き
こ
れ
ら
の
教
育
課
題
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
や

活
性
化
に
応
え
る
事
業
に
も
、積
極

的
に
職
員
が
出
向
き
、地
域
の
か
た

が
た
と
共
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　平成２６年度の馬路村の当初予算は、４月からの消費税増税に伴い景気対策事業への積極的投資等の要
望を国・県から受け、対前年比２０.６１%増の大型予算となっています。
　その中で特に大きなものは、後世に可能性をつなげる自然エネルギーを利用した小水力発電事業や村民
の安心・安全に応えていくため馬路診療所の建て替え予算となっています。

平成26年度 

一般会計当初予算22億5千1百万円

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が１，４９５，４３６千円
（構成比６６．４３％）、自主財源が７５５，５６４千円
（同３３．５７％）となっています。
　対前年度で見ると、自主財源は３９３，６４２千円
（８．７６％）の増額となっていますが、これは基金
繰入金を多くしたことによります。
　村の自主財源である村税は１３１，４３４千円で、
前年度に比べ３２千円（０．０２％）の減額となって
います。
　また、収入の大部分を占める普通交付税は、
今年度は、昨年より５０，０００千円増額の
８５０，０００千円を計上しました。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は１，５５０，１４７千
円で、前年度に比べ１６６，１０１千円（１２．００％）
の増額となっています。
　投資的経費は７００，８５３千円で、対前年度
２１８，５９９千円（４５．３３％）の増額となっています。
　また、目的別では、増額となった主な費目は総
務費、衛生費、消防費であり、減額となった主な
費目は、農林水産業費、土木費、諸支出金となっ
ています。

増額となった主な理由
　総務費では小水力発電事業の実施、衛生費
では診療所建築に伴う繰出金、消防費では中芸
消防署の建築にかかる負担金の増額によるもの
です。
減額となった主な理由
　農林水産業費では、林道開設事業費、農村
漁村活性化プロジェクト支援交付金事業費、土
木費では村道改良工事、街なみ環境整備事業
費の減額によるものです。

　諸支出金は、平成２４年度の国の大型補正予
算による積立金の終了により、６３，４６４千円の大
幅な減額となっています。

総　額
2,251,000千円

地方交付税
　　　900,000
　　 （39.98％）

県支出金ほか
114,659

（5.09％）

村債
254,600
（11.31％）

扶助費
24,853（1.10％）

公債費
225,642

（10.02％）

　人件費
 336,367
（14.94％）

繰出金
251,200
（11.16％）

  物件費
304,076
（13.51％）

その他
408,009
（18.13％） 

災害復旧
事業費

670,657
 （29.80％）

  131,434
  （5.84％）

諸収入・その他

226,177（10.05％）

30,196
（1.34％）

 624,130
（27.73％）

普通建設事業費

村税

平成26年度村民一人当たりの一般会計予算額

2,222,113円／人…（22億5千百万円／22年国勢調査人口1,013人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

民
生
・
衛
生
費

そ
の
他
の
経
費

平成 26 年度末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健康診断、
ごみ処理など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

17億円

1,678,184円

平成 26 年度末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

22億7千万円

2,240,869円

80,325円

146,288円

29,809円

398,773円

73,231円

111,752円

527,383円

578,349円

276,203円

前
年
当
初
比

　20.61
％
増

●
若
者
定
住
と
交
流
人
口
の
拡
大
施
策

　
若
者
定
住
と
い
う
面
で
は
、
産
業
の

育
成
が
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

　
農
業
・
林
業
・
観
光
の
３
事
業
を
引

き
続
き
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　
魚
梁
瀬
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
配
置
予
定
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
の
連
携
、
杉
の
家
の
利
活
用
の
再
検

討
を
、
馬
路
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
協
ゆ
ず
の
森
か
ら
馬
路
温
泉
ま
で
の

景
観
等
整
備
素
案
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
す
。

国庫支出金

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

総 

務 

課

健
康
福
祉
課

教
育
委
員
会

事
業
の
効
率
化
を
進
め
、事
業

体
の
経
営
体
質
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

●
農
業
振
興

　
水
田
の
生
産
力
の
向
上
と
保

全
に
向
け
た
集
落
営
農
組
織
を

本
村
で
も
立
ち
上
げ
、関
係
機

関
と
の
連
携
の
中
で
、組
織
発
展

に
つ
な
げ
て
い
く
と
と
も
に
、他

の
集
落
に
波
及
し
て
い
く
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
農
協
が
行
う
種
子
油
の
効
用

と
有
効
利
用
法
等
、高
知
大
学

と
進
め
る
共
同
研
究
費
へ
の
支

援
を
通
し
て
、ゆ
ず
産
業
の
新
規

市
場
と
雇
用
の
拡
大
及
び
農
家

の
所
得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策（
駆
除
報
奨

金
制
度・ネ
ッ
ト
設
置
補
助
等
）

に
つ
い
て
は
、県
や
関
係
市
町
村
、

猟
友
会
等
と
の
連
携
に
よ
り
、一

層
対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

●
観
光・商
業
振
興

　
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る「
旧
魚
梁
瀬
森
林
鉄

道
施
設
」を
は
じ
め
、朝
日
出
山

の
大
杉
や
千
本
山
、馬
路
、魚
梁

瀬
温
泉
等
、村
に
あ
る
観
光
資

源
を
生
か
す
た
め
、馬
路
村
観

光
協
会
や
馬
路
村
公
認
む
ら
の

案
内
人
ク
ラ
ブ
等
観
光
関
係
団

体
と
の
協
議
、連
携
に
よ
り
、馬

路
村
の
観
光
産
業
の
振
興
を
図

り
ま
す
。ま
た
、27
年
度
に
開
催

が
決
定
し
た
東
部
地
域
博
覧
会

へ
の
対
応
も
観
光
団
体
等
と
連

携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
村
内
の
商
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、中
芸
商
工
会
と
の
連
携
等

に
よ
り
、村
独
自
の
方
策
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

産
業
建
設
課

小中学校、教育委員会

歳出

歳入

依存財源
 1,495,436
     （66.43％）

 自主財源
 755,564
（33.57％）

投資的経費 
700,853 
（31.14％） 経常的経費

1,550,147
（68.86％）

●
防
災
に
強
い
村

　
主
要
道
路
関
係
で
は
、
道
路
は
命
の

道
で
あ
り
、
産
業
振
興
と
と
も
に
救
急

医
療
や
地
域
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に

お
い
て
も
不
可
欠
な
道
と
位
置
づ
け
、

主
要
地
方
道
の
安
田
東
洋
線
、
魚
梁
瀬

公
園
線
の
改
良
は
重
要
で
あ
り
、
安
田

町
と
設
立
し
て
い
ま
す
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
を
中
心
に
、
安
全
な
道
路
づ
く

り
を
、
国
・
県
・
関
係
機
関
等
に
強
く

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ま
ず
耐
震
診
断
の
積
極
的
な
実

施
を
促
し
、
耐
震
改
修
へ
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し

て
、
啓
発
・
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
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村
民
が
よ
り
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
、村
の
地
域
福
祉

推
進
の
た
め
の
活
動
、村
民
の
健

康
増
進
の
取
り
組
み
、少
子
化
対

策
の
推
進
等
を
総
合
的
に
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

●
村
民
の
健
康・福
祉
の
向
上

　「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

事
業
」を
引
き
続
き
実
施
し
、総

合
的
な
地
域
福
祉
推
進
拠
点
と

し
て
地
域
の
皆
さ
ま
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
定
着
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、健
診
結
果
を
踏
ま
え
た

保
健
事
業
や「
健
康
づ
く
り
教

室
」の
開
催
な
ど
、村
民
の
健
康
向

上
に
資
す
る
事
業
を
展
開
し
、健

康
に
対
す
る
意
識
啓
発
と
健
康

寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
少
子
化
対
策
の
推
進

　
少
子
化
対
策
に
は
、結
婚
・
妊

娠・出
産・育
児
に
係
る
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。本
年
度
は
未
婚

の
男
女
を
対
象
と
し
た
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
事
業
等
の
結
婚
支
援
、育
児
の

体
験
学
習
や
妊
婦
全
戸
訪
問
等

の
出
産
支
援
の
強
化
、「
子
育
て
ひ

ろ
ば
」等
の
育
児
を
し
や
す
い
地

域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
形
成
支
援
な
ど
、

結
婚
か
ら
育
児
ま
で
切
れ
目
の
な

い
事
業
の
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、子
育
て
世
帯
の
経
済
的

な
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、こ

れ
ま
で
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
無
料
に
加
え
、新
た
に
保
育

料
の
無
料
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
地
域
資
源
を
生
か
し
た

産
業
振
興
と
生
活
基
盤
の

整
備
に
努
め
、魅
力
と
活
力

の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

●
主
要
な
橋
梁
の
耐
震
化

　
本
村
の
防
災
活
動
に
お

い
て
重
要
な
橋
梁
の
耐
震

化
を
行
い
ま
す
。本
年
度

は
、中
央
橋
、相
名
橋
、下

追
橋
の
耐
震
設
計
を
行
い

ま
す
。

●
簡
易
水
道

　
本
年
度
の
馬
路
地
区
簡

易
水
道
施
設
の
改
修
事
業
は
、

影
地
区
・日
浦
地
区
の
本
管
布

設
と
各
家
庭
ま
で
の
配
水
管
の

布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

●
国
土
調
査

　
本
年
度
の
調
査
区
域
は
朝
日

出
地
区
で
調
査
対
象
字
名
は
、

グ
ド
ヲ
ジ
、中
サ
デ
、善
吾
、カ
ラ

ハ
ケ
、ビ
ッ
チ
ョ
、中
ズ
、影
地
、宮

ノ
前
に
な
り
ま
す
。

●
林
業
振
興

　
林
道・林
業
専
用
道
の
開
設
、

森
林
所
有
者
等
が
実
施
す
る
作

業
道
開
設
経
費
へ
の
支
援
等
、イ

ン
フ
ラ
整
備
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、森
林
所
有
者
等
が
施
業

地
の
団
地
化
を
図
り
、間
伐
を

実
施
す
る
森
林
経
営
計
画
を
支

援
し
、森
林
所
有
者
の
山
林
所

得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
木
材
加
工
分
野
に
お
い
て
は
、

機
械
の
更
新
に
対
し
て
支
援
し
、

　
村
で
は
、望
ま
し
い
勤
労
観・職
業

観
を
持
ち
、た
く
ま
し
く
未
来
を
切

り
開
く
児
童・生
徒
の
育
成
を
目
指

し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
、小・中
学
校

が
連
携
し
９
年
間
を
通
じ
た
教
育
活

動
の
推
進
、家
庭
学
習
習
慣
の
定
着

と
個
に
応
じ
た
基
礎
学
力
の
定
着
と

向
上
を
教
育
行
政
の
重
点
と
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
、本
年
度
は
少
子
化

に
よ
る
児
童・生
徒
の
減
少
や
学
力・

体
力
向
上
な
ど
、多
様
な
教
育
課
題

の
現
状
を
踏
ま
え
、馬
路
村
の
今
後

の
教
育
の
全
体
像
や
個
々
の
目
標・基

本
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
い「
馬
路

村
教
育
振
興
基
本
計
画
」を
策
定

し
、教
育
課
題
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
等
の

結
果
で
は
、学
力
の
定
着
状
況
は
改

善
傾
向
に
あ
り
、取
り
組
み
の
成
果

が
あ
が
って
き
て
い
ま
す
。

　
高
知
県
で
は
、「
重
点
プ
ラ
ン
」と
し

て
小
学
校
の
学
力
を
全
国
上
位
に
、

小・中
学
校
の
体
力
、運
動
能
力
と
中

学
校
の
学
力
は
全
国
平
均
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
や
児
童
生
徒
の
自
尊
感

情
を
育
む
と
と
も
に
、社
会
性
、規
範

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、村
で
も
少
子
化

に
よ
る
児
童・生
徒
の
減
少
や
学
力・

体
力
向
上
な
ど
、本
年
度
も
引
き
続

き
こ
れ
ら
の
教
育
課
題
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
や

活
性
化
に
応
え
る
事
業
に
も
、積
極

的
に
職
員
が
出
向
き
、地
域
の
か
た

が
た
と
共
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　平成２６年度の馬路村の当初予算は、４月からの消費税増税に伴い景気対策事業への積極的投資等の要
望を国・県から受け、対前年比２０.６１%増の大型予算となっています。
　その中で特に大きなものは、後世に可能性をつなげる自然エネルギーを利用した小水力発電事業や村民
の安心・安全に応えていくため馬路診療所の建て替え予算となっています。

平成26年度 

一般会計当初予算22億5千1百万円

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が１，４９５，４３６千円
（構成比６６．４３％）、自主財源が７５５，５６４千円
（同３３．５７％）となっています。
　対前年度で見ると、自主財源は３９３，６４２千円
（８．７６％）の増額となっていますが、これは基金
繰入金を多くしたことによります。
　村の自主財源である村税は１３１，４３４千円で、
前年度に比べ３２千円（０．０２％）の減額となって
います。
　また、収入の大部分を占める普通交付税は、
今年度は、昨年より５０，０００千円増額の
８５０，０００千円を計上しました。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は１，５５０，１４７千
円で、前年度に比べ１６６，１０１千円（１２．００％）
の増額となっています。
　投資的経費は７００，８５３千円で、対前年度
２１８，５９９千円（４５．３３％）の増額となっています。
　また、目的別では、増額となった主な費目は総
務費、衛生費、消防費であり、減額となった主な
費目は、農林水産業費、土木費、諸支出金となっ
ています。

増額となった主な理由
　総務費では小水力発電事業の実施、衛生費
では診療所建築に伴う繰出金、消防費では中芸
消防署の建築にかかる負担金の増額によるもの
です。
減額となった主な理由
　農林水産業費では、林道開設事業費、農村
漁村活性化プロジェクト支援交付金事業費、土
木費では村道改良工事、街なみ環境整備事業
費の減額によるものです。

　諸支出金は、平成２４年度の国の大型補正予
算による積立金の終了により、６３，４６４千円の大
幅な減額となっています。

総　額
2,251,000千円

地方交付税
　　　900,000
　　 （39.98％）

県支出金ほか
114,659

（5.09％）

村債
254,600
（11.31％）

扶助費
24,853（1.10％）

公債費
225,642

（10.02％）

　人件費
 336,367
（14.94％）

繰出金
251,200
（11.16％）

  物件費
304,076
（13.51％）

その他
408,009
（18.13％） 

災害復旧
事業費

670,657
 （29.80％）

  131,434
  （5.84％）

諸収入・その他

226,177（10.05％）

30,196
（1.34％）

 624,130
（27.73％）

普通建設事業費

村税

平成26年度村民一人当たりの一般会計予算額

2,222,113円／人…（22億5千百万円／22年国勢調査人口1,013人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

民
生
・
衛
生
費

そ
の
他
の
経
費

平成 26 年度末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健康診断、
ごみ処理など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

17億円

1,678,184円

平成 26 年度末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

22億7千万円

2,240,869円

80,325円

146,288円

29,809円

398,773円

73,231円

111,752円

527,383円

578,349円

276,203円

前
年
当
初
比

　20.61
％
増

●
若
者
定
住
と
交
流
人
口
の
拡
大
施
策

　
若
者
定
住
と
い
う
面
で
は
、
産
業
の

育
成
が
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

　
農
業
・
林
業
・
観
光
の
３
事
業
を
引

き
続
き
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　
魚
梁
瀬
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
配
置
予
定
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
の
連
携
、
杉
の
家
の
利
活
用
の
再
検

討
を
、
馬
路
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
協
ゆ
ず
の
森
か
ら
馬
路
温
泉
ま
で
の

景
観
等
整
備
素
案
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
す
。

国庫支出金

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

総 

務 

課

健
康
福
祉
課

教
育
委
員
会

事
業
の
効
率
化
を
進
め
、事
業

体
の
経
営
体
質
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

●
農
業
振
興

　
水
田
の
生
産
力
の
向
上
と
保

全
に
向
け
た
集
落
営
農
組
織
を

本
村
で
も
立
ち
上
げ
、関
係
機

関
と
の
連
携
の
中
で
、組
織
発
展

に
つ
な
げ
て
い
く
と
と
も
に
、他

の
集
落
に
波
及
し
て
い
く
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
農
協
が
行
う
種
子
油
の
効
用

と
有
効
利
用
法
等
、高
知
大
学

と
進
め
る
共
同
研
究
費
へ
の
支

援
を
通
し
て
、ゆ
ず
産
業
の
新
規

市
場
と
雇
用
の
拡
大
及
び
農
家

の
所
得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策（
駆
除
報
奨

金
制
度・ネ
ッ
ト
設
置
補
助
等
）

に
つ
い
て
は
、県
や
関
係
市
町
村
、

猟
友
会
等
と
の
連
携
に
よ
り
、一

層
対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

●
観
光・商
業
振
興

　
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る「
旧
魚
梁
瀬
森
林
鉄

道
施
設
」を
は
じ
め
、朝
日
出
山

の
大
杉
や
千
本
山
、馬
路
、魚
梁

瀬
温
泉
等
、村
に
あ
る
観
光
資

源
を
生
か
す
た
め
、馬
路
村
観

光
協
会
や
馬
路
村
公
認
む
ら
の

案
内
人
ク
ラ
ブ
等
観
光
関
係
団

体
と
の
協
議
、連
携
に
よ
り
、馬

路
村
の
観
光
産
業
の
振
興
を
図

り
ま
す
。ま
た
、27
年
度
に
開
催

が
決
定
し
た
東
部
地
域
博
覧
会

へ
の
対
応
も
観
光
団
体
等
と
連

携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
村
内
の
商
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、中
芸
商
工
会
と
の
連
携
等

に
よ
り
、村
独
自
の
方
策
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

産
業
建
設
課

小中学校、教育委員会

歳出

歳入

依存財源
 1,495,436
     （66.43％）

 自主財源
 755,564
（33.57％）

投資的経費 
700,853 
（31.14％） 経常的経費

1,550,147
（68.86％）

●
防
災
に
強
い
村

　
主
要
道
路
関
係
で
は
、
道
路
は
命
の

道
で
あ
り
、
産
業
振
興
と
と
も
に
救
急

医
療
や
地
域
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に

お
い
て
も
不
可
欠
な
道
と
位
置
づ
け
、

主
要
地
方
道
の
安
田
東
洋
線
、
魚
梁
瀬

公
園
線
の
改
良
は
重
要
で
あ
り
、
安
田

町
と
設
立
し
て
い
ま
す
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
を
中
心
に
、
安
全
な
道
路
づ
く

り
を
、
国
・
県
・
関
係
機
関
等
に
強
く

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ま
ず
耐
震
診
断
の
積
極
的
な
実

施
を
促
し
、
耐
震
改
修
へ
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し

て
、
啓
発
・
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
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中
学
校
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

部
活
で
す
。
練
習
の
時
か
ら
辛
い
こ
と
ば
か

り
で
し
た
が
、
一
緒
に
や
っ
て
き
た
仲
間
が

い
て
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
日
々
が
大
き
な
財

産
と
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
で
頑
張
り
た
い
こ
と
は
野
球
で
す
。

硬
球
に
な
り
格
段
に
レ
ベ
ル
が
上
が
り
ま
す

が
、
今
ま
で
練
習
し
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
、

野
球
で
有
名
に
な
れ
る
く
ら
い
に
、
新
た
な

仲
間
と
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
三
年
間
の
中
学
校
生
活
で
、
一

番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
持

久
走
の
取
り
組
み
で
す
。
と
て
も

し
ん
ど
い
し
、
何
回
も
や
め
た
く

な
り
ま
し
た
が
、
ど
ん
ど
ん
タ
イ

ム
が
縮
み
、
走
る
こ
と
が
楽
し
く

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
持
久
走
の
取
り
組
み
で
得

た
持
久
力
や
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

生
か
し
、
高
校
で
も
友
達
を
つ
く

っ
て
楽
し
く
過
ご
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
勉
強
に
も
力
を
入
れ
て
、

苦
手
科
目
の
国
語
や
英
語
を
克
服

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
私
は
、
山
村
留
学
で
魚
梁
瀬
に
来
ま
し
た
。
魚
梁
瀬
は
少
人
数

で
い
ろ
い
ろ
と
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
す
ご
く
楽
し
か

っ
た
で
す
。
部
活
動
で
は
、
あ
ま
り
や
っ
た
こ
と
の
な
い
卓
球
を

し
た
り
、
運
動
会
で
は
応
援
団
長
を
や
り
、
二
学
期
の
後
半
で
は
、

生
徒
会
長
を
し
た
り
と
、
他
の
学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
経
験
を

た
く
さ
ん
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。
高
校
で
は
、
部
活
動
と
勉
強
を
し
っ
か
り
両
立

し
て
い
き
、
何
事
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
魚
梁
瀬
に
来
ら
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
今
ま
で
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

つ
ら

五 味 佳 輝
よし　き

小 松 　 響
ひびき

門 田 沙 弓
さ　 ゆみ

馬路中学校卒業式
（３月１４日）

魚梁瀬中学校卒業式
（３月１6日）

　
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
修

学
旅
行
で
す
。
あ
こ
が
れ
の
東
京
で
、

友
達
と
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ

ー
に
乗
っ
た
り
し
た
こ
と
な
ど
が
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
で
頑
張
り
た
い
こ
と
は
野
球
で

す
。
高
校
野
球
は
中
学
野
球
と
は
ま
た

違
う
の
で
、
練
習
に
つ
い
て
い
け
る
よ

う
に
し
っ
か
り
頑
張
り
た
い
で
す
。
試

合
に
出
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
何
事
に

も
一
生
懸
命
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
中
学
校
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
と
に
か
く
走
っ
た
こ
と
で
す
。

休
み
の
日
に
も
走
っ
て
練
習
し
ま
し
た
。

で
も
、
安
芸
地
区
の
駅
伝
大
会
の
選
手

に
は
選
ば
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ

と
で
、
も
っ
と
努
力
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
高
校
は
進
学
校
な
の
で
、
大
学
に
受

か
る
よ
う
勉
強
を
中
心
に
頑
張
り
た
い

で
す
。
高
校
の
生
活
に
も
、
だ
ん
だ
ん

慣
れ
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
部
活
で

す
。
苦
し
く
つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
仲
間
と
と
も
に
三
年
間
や
っ
て
き
た

こ
と
で
、
心
身
と
も
に
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
「
優
勝
」
と
い
う
結
果
も

出
す
こ
と
が
で
き
、
良
か
っ
た
で
す
。

　
将
来
、
看
護
師
に
な
る
こ
と
が
夢
で
す
。

つ
ら
く
厳
し
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
な

が
ら
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

　
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

部
活
で
す
。
優
勝
を
し
て
仲
間
と

喜
ん
だ
こ
と
、
優
勝
を
逃
し
て
悔

し
涙
を
流
し
た
こ
と
、
仲
間
と
ぶ

つ
か
り
な
が
ら
成
長
で
き
た
こ
と

な
ど
、
思
い
出
せ
ば
た
く
さ
ん
出

て
き
ま
す
。
い
い
仲
間
と
プ
レ
ー

で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
高
校
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
一
番
心
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
野
球
で
す
。
途

中
で
く
じ
け
そ
う
に
な
っ

た
け
れ
ど
、
チ
ー
ム
メ
イ

ト
の
励
ま
し
で
頑
張
る
こ

と
が
で
き
、
楽
し
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

　
将
来
の
夢
は
、
土
木
の

仕
事
に
就
職
す
る
こ
と
で

す
。
土
砂
崩
れ
な
ど
の
と

き
に
い
ち
早
く
活
躍
で
き

る
よ
う
に
、
高
校
で
し
っ

か
り
勉
強
し
て
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
大
人
に
な
り

た
い
で
す
。
こ
の
夢
を
実

現
し
た
ら
、
馬
路
村
に
戻

っ
て
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
私
は
魚
梁
瀬
に
来
て
、
自
分
で
は
す
ご
く

変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
親
に
言
う
と
、

「
変
わ
っ
て
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
…
。

こ
こ
へ
来
て
、
私
は
人
と
関
わ
る
こ
と
の
楽

し
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
高
校
で
は
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の

経
験
を
し
た
い
で
す
。

　
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
魚
梁
瀬
の

こ
と
を
絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
。
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
私
は
魚
梁

瀬
が
大
好
き
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
の
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
部
活
動

で
す
。
初
め
て
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
ル
ー
ル
も

分
か
ら
ず
、
皆
に
つ
い
て
い
く
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
し
か
し
、
下
級
生
に
教
え
る
立
場
に
な
っ
た

と
き
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
上
達
し
て
い
て
、

体
力
･
忍
耐
力
･
精
神
力
と
も
に
強
く
な
っ
て
い
る

と
気
づ
き
、
大
き
く
成
長
し
て
い
る
と
実
感
で
き
ま

し
た
。

　
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
高
校
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
挑
戦
し
、
自
分
を
高
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

久 保 誠 也
せい    や

乾  孝 輔
こう すけ

松 浦 　 藍
あい    

関  愛世良
あんじぇら

千 葉 玲央奈
れ　お　な

笹 岡 英 珠
えい　す

北 岡 一 真
かず　ま　　

乾 日香里
ひ か り

松 田 海 美
う　 み

岩 城 由 樹
ゆう   き

中学生村を巣立った

　
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

部
活
動
で
す
。
小
学
生
の
こ
ろ
は

野
球
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
け
れ
ど
、
仲
間
と
協
力
し
て

で
き
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
部
活

を
通
し
て
努
力
を
す
る
こ
と
の
大

切
さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

に
入
部
し
よ
う
と
思
う
の
で
、
ま

た
野
球
と
は
違
っ
た
部
分
を
感
じ

な
が
ら
、
少
し
ず
つ
コ
ツ
コ
ツ
と

努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き
、
自
分

の
実
力
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
楽
観

的
な
考
え
方
を
改
め
る
こ
と
で
す
。

「
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
す
ぐ
考
え
ず

に
、
先
を
し
っ
か
り
と
考
え
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
、
特
に
部
活
を
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
馬
路
で
や
っ
て

き
た
一
つ
一
つ
の
プ
レ
ー
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
基
礎
を
大
切
に
し
て
レ

ギ
ュ
ラ
ー
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
勉
強
も
気
を
抜
か
な
い
よ
う

に
し
て
、
文
武
両
道
を
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
修

学
旅
行
で
す
。
一
回
も
東
京
に
行
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
い
ろ
い

ろ
見
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
国
会
議
事
堂
や
最
高
裁
判
所

は
写
真
で
は
見
た
こ
と
は
あ
っ
た
け

れ
ど
、
実
際
に
は
見
た
こ
と
が
な
か

っ
た
の
で
、
あ
の
何
と
も
言
え
な
い

ス
ケ
ー
ル
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
、
農
業
に
関
す
る
勉
強

は
も
ち
ろ
ん
、
部
活
も
頑
張
っ
て
、

文
武
両
道
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で

す
。
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中
学
校
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

部
活
で
す
。
練
習
の
時
か
ら
辛
い
こ
と
ば
か

り
で
し
た
が
、
一
緒
に
や
っ
て
き
た
仲
間
が

い
て
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
日
々
が
大
き
な
財

産
と
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
で
頑
張
り
た
い
こ
と
は
野
球
で
す
。

硬
球
に
な
り
格
段
に
レ
ベ
ル
が
上
が
り
ま
す

が
、
今
ま
で
練
習
し
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
、

野
球
で
有
名
に
な
れ
る
く
ら
い
に
、
新
た
な

仲
間
と
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
三
年
間
の
中
学
校
生
活
で
、
一

番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
持

久
走
の
取
り
組
み
で
す
。
と
て
も

し
ん
ど
い
し
、
何
回
も
や
め
た
く

な
り
ま
し
た
が
、
ど
ん
ど
ん
タ
イ

ム
が
縮
み
、
走
る
こ
と
が
楽
し
く

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
持
久
走
の
取
り
組
み
で
得

た
持
久
力
や
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

生
か
し
、
高
校
で
も
友
達
を
つ
く

っ
て
楽
し
く
過
ご
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
勉
強
に
も
力
を
入
れ
て
、

苦
手
科
目
の
国
語
や
英
語
を
克
服

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
私
は
、
山
村
留
学
で
魚
梁
瀬
に
来
ま
し
た
。
魚
梁
瀬
は
少
人
数

で
い
ろ
い
ろ
と
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
す
ご
く
楽
し
か

っ
た
で
す
。
部
活
動
で
は
、
あ
ま
り
や
っ
た
こ
と
の
な
い
卓
球
を

し
た
り
、
運
動
会
で
は
応
援
団
長
を
や
り
、
二
学
期
の
後
半
で
は
、

生
徒
会
長
を
し
た
り
と
、
他
の
学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
経
験
を

た
く
さ
ん
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。
高
校
で
は
、
部
活
動
と
勉
強
を
し
っ
か
り
両
立

し
て
い
き
、
何
事
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
魚
梁
瀬
に
来
ら
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
今
ま
で
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

つ
ら

五 味 佳 輝
よし　き

小 松 　 響
ひびき

門 田 沙 弓
さ　 ゆみ

馬路中学校卒業式
（３月１４日）

魚梁瀬中学校卒業式
（３月１6日）

　
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
修

学
旅
行
で
す
。
あ
こ
が
れ
の
東
京
で
、

友
達
と
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ

ー
に
乗
っ
た
り
し
た
こ
と
な
ど
が
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
で
頑
張
り
た
い
こ
と
は
野
球
で

す
。
高
校
野
球
は
中
学
野
球
と
は
ま
た

違
う
の
で
、
練
習
に
つ
い
て
い
け
る
よ

う
に
し
っ
か
り
頑
張
り
た
い
で
す
。
試

合
に
出
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
何
事
に

も
一
生
懸
命
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
中
学
校
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
と
に
か
く
走
っ
た
こ
と
で
す
。

休
み
の
日
に
も
走
っ
て
練
習
し
ま
し
た
。

で
も
、
安
芸
地
区
の
駅
伝
大
会
の
選
手

に
は
選
ば
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ

と
で
、
も
っ
と
努
力
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
高
校
は
進
学
校
な
の
で
、
大
学
に
受

か
る
よ
う
勉
強
を
中
心
に
頑
張
り
た
い

で
す
。
高
校
の
生
活
に
も
、
だ
ん
だ
ん

慣
れ
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
部
活
で

す
。
苦
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く
つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
仲
間
と
と
も
に
三
年
間
や
っ
て
き
た

こ
と
で
、
心
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と
も
に
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
「
優
勝
」
と
い
う
結
果
も

出
す
こ
と
が
で
き
、
良
か
っ
た
で
す
。

　
将
来
、
看
護
師
に
な
る
こ
と
が
夢
で
す
。

つ
ら
く
厳
し
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
な

が
ら
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

　
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

部
活
で
す
。
優
勝
を
し
て
仲
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と
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と
、
優
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悔
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、
仲
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つ
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り
な
が
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長
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き
た
こ
と
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ど
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出

て
き
ま
す
。
い
い
仲
間
と
プ
レ
ー
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。

　
高
校
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は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
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た
く
さ
ん
あ
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す
。
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的
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参
加
し
た
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と
思
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。

　
一
番
心
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
野
球
で
す
。
途

中
で
く
じ
け
そ
う
に
な
っ

た
け
れ
ど
、
チ
ー
ム
メ
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と
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楽
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に
な
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ま
し
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。
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高
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し
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か
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勉
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社
会
に

貢
献
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き
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人
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な
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。
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。
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。
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笹 岡 英 珠
えい　す
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。
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。
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が
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な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
勉
強
も
気
を
抜
か
な
い
よ
う

に
し
て
、
文
武
両
道
を
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
。
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見
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。
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た
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で

す
。



広報うまじ276号 ̶̶̶̶（6広報うまじ276号 ̶̶̶̶（7　

　本年度も村民の健康づくりのため、参加
者の状況把握を積極的に行い、健康課題
に合った効果的な教室となるように努めま
す。
　皆さまの健康づくりを応援しますので、
本年度の健康教室にぜひご参加ください。

教
室
参
加
者
の
声
〈
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
〉

　同
じ
目
標
の
人
が
集
ま
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
の
で
、
継
続
の
意
識
を
保
ち
や
す
か
っ

た
で
す
。
も
っ
と
痩
せ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
。

 

（
井
上

　仁

　20
歳
代
）

　一人
で
取
り
組
む
の
は
難
し
い
の
で
、皆
さ
ん

と
一
緒
で
よ
か
っ
た
で
す
。月
ご
と
に
反
省
や
目

標
も
立
て
、反
省
を
し
た
こ
と
で
自
覚
が
高
ま

り
ま
し
た
。
 

（
清
岡
潤
子

　60
歳
代
）

　仲
間
意
識
や
集
団
意
識
が
心
強
か
っ
た
で

す
。
今
の
状
態
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

 

（
山
口
浩
明

　50
歳
代
）

「
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

　
　
　楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

教室優秀賞は　佐古　美代さん
　優秀賞に輝いた佐古さんの実践は、日々の生活の食事で、好きなイモ類など
の炭水化物を控えること、運動量を増やすことの取り組みで、大幅な減量に成
功しました。

腹囲１０cm以上減を達成した　小松　美代子さん
　小松さんは、これまで村などが主催する健康教室などへ参加したことはなく、
最初は「字を書くのが苦手なので」と、渋々の参加でした。
　惜しくも優秀賞は逃したものの、看護師の指導の下、毎朝のバナナ・ヤクルトを
やめ、目標を達成しました。
　医師・保健師・看護師・栄養士らが個別に指導し、目標設定に携わったこと、ま
た、共通の目標を持って共に励む仲間がいたことが継続の秘訣となりました。

１０cm減

▲小松　美代子さん

●ドキドキ計測

●生活を見直す実習

●楽しくグループワーク

◎修了証書を授与

●
体
を
ほ
ぐ
す
運
動

ウエスト

「
健
康
教
室
の
取
り
組
み
」

　
　〜
仲
間
と
一
緒
に
頑
張
っ
た
１
年
間
〜

　〝馬路村の医療費は高い〟ということが、
村民の皆さまの中でも話題にあがり、診療
所の待合室では『おんなじ病気であっちこ
っちの病院へかかるのは良くないと』との
声が聞こえてきます。
　医療費の高さについて認識をされてい
る方が増えつつある馬路村の現状は厚生
労働省によると、一人あたりの医療費は約
52万９千円で全国２位、入院外でみると約
25万６千円で全国１位に位置しています。
入院外での費用額を疾病別にみると、「高
血圧性疾患」や「腎不全」「脳梗塞」が上
位を占めています。
　村の医療費が高い要因の一つとして、
特に若いときに健康課題を抱えた働き盛
りの方が、年齢を重ねるに従って重症化す
るなどがあげられます。
　このような状況下において、健康福祉課
では平成25年度のテーマを「糖尿病」とし
て、健康教室を９回開催しました。
　今回は、糖尿病患者や予備軍の方に加
えて、ご自身ほか家族の健康維持・生活習
慣の改善を目指す健康づくりに関心の高
い皆さまの参加がありました。
　内容や取り組み状況について、ご紹介します。

「糖尿病予防」

効果

初回と比べ増加した方は４名、減少した方は１０
名でした。体重減少の平均は一人あたり３kg、増
加した方もそれぞれ２ｋg以内の増加でした。

新しく発症した方はおらず、糖尿病の方も血液検
査の結果では数値が改善した方も多くいました。

採血検査
血圧測定
体重測定　など（ ）

(      )

(      )

＊体重

＊糖尿病

10㎏

　内容
　月１回開催
・個人で普段の生活を振り返り、課題を発見。
課題ごとに　①食事 ②運動 ③食事と運動
に分かれてグループワークを実施。
・毎月の教室で１カ月間の生活を振り返り、次回
までに取り組む目標を決める。
保健師・栄養士・医師・理学療法士・看護師な
ど多職種がアドバイスを行いサポート。
・毎月、教室の最初に体重など身体計測を行い、
取り組みの効果を測る。
・糖尿病や食事・運動についての講義を実施。
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　早いもので馬路村に赴任して１年がたちました。
　馬路村に赴任した日は、春の穏やかな天気で桜が満開でした。
　とてもきれいだったことを今も鮮明に覚えています。

皆さん、こんにちは。
　春がとうとうやってきましたね。
　長くてひやい冬、お疲れさまでした！
　今回は日本の春の行事で不思議でもあり、少
し驚いたことを一つ紹介したいと思います。

　日本では、3月になると卒業式・送別会などの
行事があります。それから４月になると、入学
式・歓迎会などが行われます。私にとって、春は
とても不思議な季節です。

　私がなぜ不思議に思うかというと、ニュージ
ーランドでは小・中学校の卒業式、高校の卒業
式、それから大学の卒業式、この三つの卒業式以
外、私は教育に関する式に参加したことがあり
ませんでした。
　新年度の始まりに、全校集会で学校長の話を
聞くことはありましたが、これといった日本の
入学式みたいなことはありませんでした。不思
議な感じは、式に慣れていないからなんでしょ
うね。
　ニュージーランドで制服のある学校は多くあ

りましたが、私は制服のある学校には入り
ませんでした。出席した三つの卒業式の中
で、大学以外は、私服で出席しました。
　高校の卒業式は、卒業生と先生たちだけ
で行われたので、大学の卒業式は、最もきち

んとした式だったと思います。
　ニュージーランドでは、大学に進学できるか
どうかは高校の成績次第で、入学試験はありま
せん。
　だから、大学で勉強したい決意がなくても、専
門などをはっきり決めなくても入学することが
できます。
　それに、入学があまりにも簡単だからか、十分
考えずに大学へ行き、１・２年で落ちてしまっ
たり退学したりする学生が多くいます。
　大学に入れたからといって、必ずしも卒業で
きるというわけではないので、卒業式に出席で
きるのはかなり光栄なんだと私は思いました。
　
　大学の卒業式で、親しい同級生たちと特別な
格好をして出席することと自分たちの実績を認
めてもらうことを楽しみにしていた私は、自分
の両親を卒業式に誘ったとき、あまりにも冷淡
な対応にびっくりしました。
　私が期待していた「卒業おめでとう」という言
葉ではなく「２時間以上かかるなら行かん」と言
われたのには、大ショック！！でした。
　しかし、この対応で両親は根っから卒業式な
どの式に興味がないんだと気づきました。私の
両親にとって、そして、ニュージーランドの文化
では卒業式などはそんなに大切にされていない
ともいえるでしょうね。

　そうはいっても、ニュージーランドでは、先住
民のマオリ族が行う伝統的なポーフィリ（歓迎
会）、それからポロポロアキ（送別会）は私が通っ
ていた学校では新入生や来賓が来るとき、また
卒業するときには必ず行いました。
　両方とも、ほとんどマオリ語で行われていて、
ハカという有名な民族舞踊を踊ったり歌を歌っ
たりします。日本のように式を重んじていない
かもしれないけれど、母国の民族の伝統を大事
にしています。

　式を重んじる日本には、ほのぼのと
憧れを感じます。皆さんも外国の式な
どに触れたことがありますか？

　役場をはじめ、さまざまな職場の皆さまに
お世話になり、村民の皆さまには優しく見守
っていただき、初めての県東部での勤務もす
ぐに慣れることができました。幸い、近隣の
医療機関にも知り合いの方がたくさんおり、
連携が取りやすかったことも非常に助かりま
した。

馬路村での勤務
　これまで赴任されたどの先生も「馬路村は
良かった」とおっしゃいます。筆頭は、皆さ
まもよくご存じの内田先生（現梼原病院院
長）で、先生とは釣りが趣味なことも共通し
ており、よくお話をさせていただきます。昔
は二人とも海釣り専門で、川釣りなんてね
～！とよくお酒の席で言っていたのですが、
先に赴任された内田先生が馬路に行かれた途
端に「盛實君、アユ釣りはいいよ～！」と言
われるようになりました。まだアユ釣りをし
たことがなかった自分は「先生何を言ってる
んですか、やっぱり海でしょう～！」とばか
り言っていました。いざ自分が村に赴任し、
手取り足取りアユ釣りを教えていただき、自
分なりにアユと戯れることができるようにな
ったころには、「アユ釣りいいですよ～、川
いいですよ～」なんて言い出す始末でした。
　隙を見つけては川に入りいろいろ試行錯誤
しながらの時間はとても純粋で、すがすがし
い毎日でした。仕事にもいい影響が出ていた
はずです…。
　何でもそうですが、やってみないうちから
いろいろ言うのは良くないですね。身をもっ
て学びました。
　趣味を通して学んだこの経験は、これから
の人生に生かしていきたいと思っています。

１年間いつも感じていたこと
　これまでさまざまな場所で仕事をさせてい
ただきましたが、馬路村はその中でも雰囲気
がとても良く、抜群の明るさ、元気さ、そし
て開放感を感じました。たくさんは参加でき
ませんでしたが、村の行事はどれも個性的で
すし、村外から訪れる方の数も桁違いです。
村民の皆さまが体も心も元気であるからこ
そ、訪れる方への優しさにつながっているよ
うに感じます。診療所で仕事をさせていただ
く者として、少しでも足を運んでいただきや
すい、相談しやすい診療所を目指すととも
に、質の高い医療ができるよう努めておりま
したが、いかがだったでしょう…。診療所と
いう性格上、全てを完結させることはできな
いことも多いのですが、できるだけ良い形で
次の医療機関につなげることができるよう、
これからも近隣の医療機関や都市部の医療機
関との連携を大切にしていければと思ってい
ます。

最後に
　まだまだ若輩者ではありますが、皆さまの
毎日の健康に少しでもお役に立つことができ
たならば幸いです。後任は梼原病院から来る
上田浩平先生です。これまでの流れを引き継
がせていただきつつ、新たなスタートを迎え
るにあたり、これまで以上に馬路村が発展す
ることを切に願っております。

ゆすはら

もりざね

あげ たこうへい

▲優しくて美人ぞろい！！な診療所スタッフとともに
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住宅の状況

耐震診断

耐震設計

耐震改修 山﨑　葉季さん（影）
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平成25年6月27日生

（保護者 山﨑 友和さん・絵美さん）

　
は
じ
め
ま
し
て
、
山
﨑
　
葉
季
で
す
。

　
お
姉
ち
ゃ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
に
た
く
さ
ん
遊
ん
で
も
ら
っ
て
、
元
気

に
育
っ
て
い
ま
す
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８
カ
月
に
入
っ
て
、
ハ
イ
ハ
イ
し
な
が
ら
み
ん
な
の
後
ろ
を
つ
い
て

い
っ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
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お
姉
ち
ゃ
ん
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
の
お
迎
え
つ
い
で
に
お
母
さ
ん
と
お

散
歩
し
て
い
る
の
で
、
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
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お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
い
る
魚
梁
瀬
に
も
遊
び
に
行
き

ま
す
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平
成
25
年
度
に
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
行
っ
た
木
造

2
階
建
て
１
棟
、
木
造
平
屋
建
て
１
棟
の
耐
震
改
修
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
2
階
建
て
住
宅
は
、
耐
力
壁
設
置
18
面
や
筋
か
い
の
補

強
を
18
カ
所
、
基
礎
補
強
な
ど
を
実
施
し
、
平
屋
建
て
住

宅
は
、
耐
力
壁
設
置
12
面
や
筋
か
い
の
補
強
を
4
カ
所
な

ど
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
か
か
っ
た
自
己
負
担

費
用
と
工
事
期
間
は
、
木
造
2
階
建
て
の
方
で

約
50
万
3
千
円
・
工
事
期
間
約
21
日
間
、
平
屋

建
て
の
方
で
約
10
万
3
千
円
・
工
事
期
間
約
14

日
間
で
し
た
。

　
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、
相
談
な
ど

が
あ
る
方
は
役
場
総
務
課（
８
）４
４
―
２
１
１
１

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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馬
路
村
の
皆
さ
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に
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は
。

　
馬
路
村
を
離
れ
て
、
７
年
の
月
日
が
流
れ

ま
し
た
。

　
私
は
現
在
、
愛
知
県
の
東
レ
化
成
品
研
究

所
に
勤
め
て
お
り
、
「
１
つ
の
成
果
の
裏
に

1
0
0
の
検
討
あ
り
」
と
い
う
上
司
の
教
え

と
と
も
に
炭
素
化
合
物
と
奮
闘
す
る
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　
職
場
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路
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」
出
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話
し
た
ら
、
以
降
、
ポ
ン
酢
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お

菓
子
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ど
馬
路
村
の
名
前
を
見
た
と
報
告
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

　
ま
た
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ま
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た
。

　
寒
さ
が
和
ら
い
で
き
た
冬
の
こ
の
ご
ろ
、
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空
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上
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馬
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。
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。
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建築年度＝昭和54年頃
延べ床面積　 約111㎡

家の耐震度＝０.４７
自己負担 3,000円
補助金 30,000円

自己負担 約100,000円
補助金 200,000円

家の耐震度＝１.０１　
自己負担 約400,000円
補助金  900,000円

建築年度＝昭和56年頃
延べ床面積　　約52㎡

家の耐震度＝０.２７
自己負担 3,000円
補助金 30,000円

自己負担 約100,000円
補助金 200,000円

家の耐震度＝１.１２
自己負担 約0円
補助金 900,000円

木造平屋建て 木造2階建て
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※耐震改修にかかった費用だけを記載しています。リ
　フォームについては対象外です。
※住宅の状況や構造、面積などによって設計・改修費
　用や工事期間は変わってきます。

▲実験ノートとともに（職場にて）



壁に筋かい設置

住宅の状況

耐震診断

耐震設計

耐震改修 山﨑　葉季さん（影）

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

平成25年6月27日生

（保護者 山﨑 友和さん・絵美さん）

　
は
じ
め
ま
し
て
、
山
﨑
　
葉
季
で
す
。

　
お
姉
ち
ゃ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
に
た
く
さ
ん
遊
ん
で
も
ら
っ
て
、
元
気

に
育
っ
て
い
ま
す
。

　
８
カ
月
に
入
っ
て
、
ハ
イ
ハ
イ
し
な
が
ら
み
ん
な
の
後
ろ
を
つ
い
て

い
っ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　
お
姉
ち
ゃ
ん
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
の
お
迎
え
つ
い
で
に
お
母
さ
ん
と
お

散
歩
し
て
い
る
の
で
、
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
い
る
魚
梁
瀬
に
も
遊
び
に
行
き

ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
行
っ
た
木
造

2
階
建
て
１
棟
、
木
造
平
屋
建
て
１
棟
の
耐
震
改
修
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
2
階
建
て
住
宅
は
、
耐
力
壁
設
置
18
面
や
筋
か
い
の
補

強
を
18
カ
所
、
基
礎
補
強
な
ど
を
実
施
し
、
平
屋
建
て
住

宅
は
、
耐
力
壁
設
置
12
面
や
筋
か
い
の
補
強
を
4
カ
所
な

ど
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
か
か
っ
た
自
己
負
担

費
用
と
工
事
期
間
は
、
木
造
2
階
建
て
の
方
で

約
50
万
3
千
円
・
工
事
期
間
約
21
日
間
、
平
屋

建
て
の
方
で
約
10
万
3
千
円
・
工
事
期
間
約
14

日
間
で
し
た
。

　
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、
相
談
な
ど

が
あ
る
方
は
役
場
総
務
課（
８
）４
４
―
２
１
１
１

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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2
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1
4 .4 

（
影
出
身
）

愛
知
県

  

田
中

　汐
さ
ん

堪
能
し
た
い

馬
路
村

　
馬
路
村
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　
馬
路
村
を
離
れ
て
、
７
年
の
月
日
が
流
れ

ま
し
た
。

　
私
は
現
在
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愛
知
県
の
東
レ
化
成
品
研
究

所
に
勤
め
て
お
り
、
「
１
つ
の
成
果
の
裏
に

1
0
0
の
検
討
あ
り
」
と
い
う
上
司
の
教
え

と
と
も
に
炭
素
化
合
物
と
奮
闘
す
る
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　
職
場
の
皆
さ
ま
に
「
馬
路
村
」
出
身
で
あ

る
こ
と
を
話
し
た
ら
、
以
降
、
ポ
ン
酢
や
お

菓
子
な
ど
馬
路
村
の
名
前
を
見
た
と
報
告
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れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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。
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上
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。

　
緑
や
水
、
空
気
、
匂
い
な
ど
、
自
然
環
境

が
良
か
っ
た
ん
だ
と
離
れ
て
か
ら
し
み
じ
み

と
身
に
し
み
ま
す
・
・
・
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帰
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Ｇ
Ｗ
に
た
っ
ぷ
り
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堪
能
し

た
い
も
の
で
す
。

は
ず
き

は ず き

し
ほ

木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
状
況
に
つ
い
て
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※耐震改修にかかった費用だけを記載しています。リ
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※住宅の状況や構造、面積などによって設計・改修費
　用や工事期間は変わってきます。

▲実験ノートとともに（職場にて）



馬路村「人・農地プラン」の内容
○対象地域 村内全域を１地区として策定
○策 定 日 平成２６年３月２５日
○閲覧期間 平成２６年４月１日から　平日の８：３０～１７：１５
 馬路村役場　産業建設課
○内　　容 人・農地プラン　
※人・農地プランは、次の事案が発生した場合に、随時、
　見直しを行います。
　１．新規就農者がでてきたとき
　２．現在のプランの内容が、地域の実情と合わない場合
　　　など

 

～馬路村「人・農地プラン」を策定しましたので公表します～

☎

お問い合わせ先：馬路村教育委員会 ☎（8）44-2216

☎
☎

広報うまじ276号 ̶̶̶̶（14広報うまじ276号 ̶̶̶̶（15

お知らせお知らせ

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

２

３

２

７

０

０

２

７

０

１

３

２０

０

０

３

２１

９５６

９４２

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計

０

０

７６０人、
１８２人、

３５０世帯
９２世帯

馬路村特別村民 ８,１７６人
（３月３１日現在）

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

4月・5月 むらの行事予定4月・5月 むらの行事予定

有害物収集

入園式（馬路・魚梁瀬保育所）　10：00～

馬路村観光開き魚梁瀬桜まつり（魚梁瀬丸山公園）

馬路・魚梁瀬小中学校始業式・入学式・新任式
村長選挙及び馬路村議会議員補欠選挙　告示日
リサイクル収集
絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）

行政相談所（就業改善センター） 10：00～12：00
人権相談所（　　　〃　　　　） 10：00～15：00
古紙収集（魚梁瀬) PTA総会（魚梁瀬）

バスケ春季大会

馬路村長選挙投開票日及び馬路村議会議員補欠選挙投開票日（予定）

絵本の読み聞かせ（馬路保育所）

馬路・魚梁瀬中学校修学旅行（東京方面）　～19日まで
乳児健診（田野町保健センター）13：00～

県立巡回図書（就業改善センター前）10：40～

県立巡回図書（魚梁瀬多目的施設前）11：10～

職域ソフトボール大会

全国学力・学習状況調査
リサイクル収集
魚梁瀬ＰＴＡ歓迎会（魚梁瀬多目的施設）
馬路保・小・中PTA総会（就業改善センター）19：00～
保育所交流会　1歳6カ月健診（田野町保健センター）13：00～

古紙収集（馬路）

運動教室（馬路保育所・魚梁瀬保育所）

昭和の日

4　　月

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

春の遠足（馬路小・中学校）

春の遠足（魚梁瀬小･中学校）

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

有害物収集　　　　　　　　　　　　　　振替休日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
馬路温泉バラ風呂
絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）
乳児健診（田野町保健センター）13:00～

古紙収集（魚梁瀬）

馬路温泉バラ風呂

第23回馬路地区スカッシュバレーボール大会 ～14日まで
リサイクル収集
特定健診・健康診査受付開始（馬路診療所）　～12月18日まで

馬路温泉バラ風呂

中芸地区中学校夏季体育大会　～18日まで

絵本の読み聞かせ（馬路保育所）

第53回馬路村教育研究会（魚梁瀬多目的施設）
馬路温泉バラ風呂
3歳児健診（田野町保健センター）13:00～

保育所交流会

古紙収集（馬路）

リサイクル収集

馬路温泉バラ風呂

5　　月

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０
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２２

２３

２４

２５

２６

２７
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２９
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火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水
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乳児健診（田野町保健センター）13：00～

県立巡回図書（就業改善センター前）10：40～

県立巡回図書（魚梁瀬多目的施設前）11：10～

職域ソフトボール大会

全国学力・学習状況調査
リサイクル収集
魚梁瀬ＰＴＡ歓迎会（魚梁瀬多目的施設）
馬路保・小・中PTA総会（就業改善センター）19：00～
保育所交流会　1歳6カ月健診（田野町保健センター）13：00～

古紙収集（馬路）

運動教室（馬路保育所・魚梁瀬保育所）

昭和の日

4　　月
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春の遠足（馬路小・中学校）

春の遠足（魚梁瀬小･中学校）

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

有害物収集　　　　　　　　　　　　　　振替休日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
馬路温泉バラ風呂
絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）
乳児健診（田野町保健センター）13:00～

古紙収集（魚梁瀬）

馬路温泉バラ風呂

第23回馬路地区スカッシュバレーボール大会 ～14日まで
リサイクル収集
特定健診・健康診査受付開始（馬路診療所）　～12月18日まで

馬路温泉バラ風呂

中芸地区中学校夏季体育大会　～18日まで

絵本の読み聞かせ（馬路保育所）

第53回馬路村教育研究会（魚梁瀬多目的施設）
馬路温泉バラ風呂
3歳児健診（田野町保健センター）13:00～

保育所交流会

古紙収集（馬路）

リサイクル収集

馬路温泉バラ風呂

5　　月
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村内あちらこちら

3月19日　絵手紙教室（就業改善センター）

 2月2日　子ども会餅つき（魚梁瀬地区）

2月19日　学習発表会（馬路小学校）

 3月9日　ダンス講演会in馬路村（馬路体育館）

3月16日　魚梁瀬小学校卒業式　

平成 26年度一般会計当初予算・・・・・・・２・３

おらが村の学校便り ・・・・・・・・・・・・・４・５

健康教室の取り組み ・・・・・・・・・・・・・・・６・７

安田川漫歩（6）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８・９

馬路村診療所通信～今日はどういたがで？～  ・１０

ショ－ンタイム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１

赤ちゃん万歳・ふるさとへの便り ・・・・・・・１２

木造住宅の耐震化の状況・馬路村俳壇  ・・・１３

お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４

行事予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５

村内あちらこちら・村のできごと ・・・・・・１６
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28

　「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」の
こ

と
わ
ざ
の
と
お
り
、春
分
の
日
も
過

ぎ
て
、よ
う
や
く
寒
さ
も
和
ら
ぎ
、

桜
の
花
が
満
開
と
な
り
ま
し
た
。

　春
の
訪
れ
と
と
も
に
、進
学
の
た

め
に
馬
路
村
か
ら
巣
立
っ
て
い
く
子

ど
も
た
ち
は
、期
待
や
寂
し
さ
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
を
胸
に
抱
き
つ

つ
、将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
歩
み
だ
し

て
い
ま
す
。

　時
に
は
悩
む
こ
と
も
迷
う
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、先
生
や
友
達
、

家
族
を
頼
り
、支
え
合
い
な
が
ら
全

力
で
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
　

（
絢
）

 8 日 ミュージック・ケア（就業改善センター）（～9日）
 9 日 ダンス講演会in馬路村（馬路体育館）
14日 馬路中学校卒業式
16日 おとなの遠足（相名地区）
　　 魚梁瀬小・中学校卒業式
18日 健康づくり講習会（就業改善センター）
19日 絵手紙教室（就業改善センター）
22日 未来を語るキャンプ（魚梁瀬地区）
25日 馬路保育所卒園式
26日 魚梁瀬保育所卒園式
28日 庄屋祭・鬼門堂祭

 2 日 子ども会餅つき（魚梁瀬地区）
 3 日 豆まき（馬路・魚梁瀬保育所）
11日 東川わくわく料理教室（東川会館）
18日 杉の子発表会（魚梁瀬小・中学校）
19日 学習発表会（馬路小学校）

2月

3月


